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は　じ　め　に

扁桃病巣感染症の成立機序について`検討するため,

すでに著者らは免疫学的ならびに臨床的な研究を重

ねてきており1)-4),前回はさらに扁桃組織中ならび

に血渠中の遊離必須アミノ酸分画および非必須アミ

ノ酸分画について,それぞれ全体としての変動なら

びに個々の遊離アミノ酸の変動について検討を行い,

いくつかの興味ある事実を報告してきたが5)6)こ,

では病巣性扁桃炎ならびにその他の一般炎症性扁桃

疾患における扁桃組織中ならびに術前・術後血環中

遵離アミノ酸をその代謝経路によりglucogenic　な

経路をとるアミノ酸, ketogenicな経路をとるアミ

ノ酸,およびその他のアミノ酸に分類し,扁桃病巣

感染症の成立機序について検討を行うと,もに,そ

の病態について検討を行ったので報告する。

すなわち,アミノ酸の脱アミノ化によってできて

くるケト酸の代謝には二つの経路があり,一つは炭

水化物の代謝物によるglucogenicな経路で,もう一

つはケトン体を生成するketogenicな経路である。

glucogenicな経路をとるアミノ酸は,アミノ酸のう

ちでピルビン酸やトリカルボン酸サイクルに入るこ

とのできるもの,またグルコースやグリコーゲンに

、も転換できるもので, Alanine, Glycine, Proline,

Valine, Arginine, Glutamic acid, Cystine,

Aspartic acid, Threonine, Serineがこの経路を

とり, ketogenicな経路をとるアミノ酸はアセチル

ーCoAあるいはアセト酢酸をつくるものでLeucine,

Isoleucine, Phenylalanine, Tyrosineがこの経路

をとる7ト9)0

扁桃組織内の遊離アミノ酸については,今迄に,

Griebel�",三宅IB, Crifoら'a, Celestinoら13) Wil-

ke">,浜谷ら15),土居ら18　形浦ら川,榎本ら18),著

者ら1針~231,の検索があるが,このようにその代謝経

路から,扁桃病巣感染症について,詳細に検討した

報告は未だ見当らない。

実　験　EsBH

実験材料はFig. 1に示すごとく,昭和50年4月よ

り昭和51年7月までに,琉球大学保健学部附属病院

耳鼻咽喉科にて扁桃痛巣感染症を疑われ,口蓋扁桃

摘出術を受けた急性腎炎1例,慢性腎炎8例,微熱

2例,赤沈克進症1例,リュウマチ様関節炎1例,

掌蹟膿病症3例の計16例で,これら患者の摘出扁桃

ならびに術前および術後4週間後ともに早朝空腹時

に採血し得た血栄について以下の検索を行った。

また対照として,同期間中に扁桃摘出術を受けた

他の炎症性扁桃疾患70例についても,同様にして以

下の検索を行った。

実　験　方　法

実験方法は,摘出扁桃を可及的速かに秤量・細

断し, 9倍答の0.5%ピクリン酸溶液にて除蛋白し

なから, teflon homogenizerにてhomogenateL,

上清液を樹脂Dowex Cl. 1 × 8, 200-400meshに

通し　evaporatorにて濃縮, pH-2.2のクエン酸

緩衝液を加え, Fig.2のごとく,全自動アミノ酸分

析器JLC- 6AHにて, glucogenicな経路をとるア
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ミノ酸10種(Alanine, Glycine, Proline, Valine,

Arginine, Glutamic acid, Cystine, Aspartic

acid, Threonine, Serine), ketogenicな経路をと

るアミノ酸4種(Leucine, Isoleucine, Phenylanine,

Tyrosine),およびその他のアミノ酸3種(Lysine,

Methionine, Histidine)の計17種を分析測定した。

また血費については,早朝空腹時に採血し,ただ

ちに血栄分離後, 4倍答の0.5%ピクリン酸溶液に

て除蛋白し,その上清について,土記と同様にglu-

cogenicなアミノ酸10噂, ketogenicなアミノ酸4

種,およびその他のアミノ酸3種の計17種を分析測

mws

実験成親ならびに考接

I.各扁桃病巣感染性疾患における扁桃組織中なら

びに血襲中遊離アミノ酸の代謝経路よりの分析

233

まず,各扁桃病巣感染性疾患,すなわち急性腎炎

1例,慢性腎炎8例,微熱2例,赤沈元進症1例,

リュウマチ様関節炎1例,掌脆膿病症3例を一括し,

扁桃誘発テスト成績ならびに扁桃摘出後経過を併記

したのがFig.1であり,それらにおける扁桃組織中

の遊敵アミノ酸17種を,そのアミノ酸代謝経路によ

り, glucogenic, ketogenic,およびその他のアミノ

酸の三グループに分類してそれぞれ合計し,それら

の平均値で示したのがTable lで,同様にして検索

した一般炎症性扁桃疾患70例におけるそれらを併記

して示した。

そこで,この一般炎症性扁桃疾患70例における扁

桃組織中の代謝経路より分類した遊乾アミノ酸の各

グループのそれぞれの平均値を規準にして,各扁桃

病巣感染性疾患のそれらを検討してみると,急性腎

炎では全体に高値傾向を示し, ketogenicおよびそ

Fig. 1　Cases of Tonsillogenic Focal Diseases
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Table 1 Free Amino Acid Levels in Tonsils According to the Classification

of Amino Acid Metabolic Pathways
mg%

の他のアミノ酸が高値を示し, glucogenicなそれも

や,多く,それら遊敢アミノ酸の稔和でもや、多く.

慢性腎炎では全体に低値傾向を示し, ketogenicお

よびその他のアミノ酸が低値を示し, glucogenicな

それはや,少なく,その稔和でもや,少なく,微熱

ではketogenicおよびその他のアミノ酸が高値を示

し,その稔和では著変を示さず,赤沈元進症では,

ketogenicおよびその他のアミノ酸が著明な低値を

示し,その総和ではや,少なく,リュウマチ様関節

炎では全体に高値傾向を示し, glucogenicなアミノ

酸が著明な高値を,その他のそれが高値を示し,

ketogenicなそれもや、多く,その総和では著明な

高値を示し,掌脆膿病症では各アミノ酸グループで

著変なく,その稔和でも著変を認めなかった。

そして,これら扁桃病巣感染性疾患全症例の平均

値を検討してみると,各アミノ酸グループで著変な

く,その総和でも著変を示さなかった。

なお,扁桃組織中遊離アミノ酸をその代謝経路別

にみた時に,各扁桃病巣感染性疾患で共通して変動

するアミノ酸グループは認められなかった。

Fig. 2. Analysing method of individual

amino acids

Analyser: JLC-6AH Automatic ion exchange

column chromatographic

ana lyser

Resin:　　LCR- 2, two column method

Buffer:　Citrate buffer, ph 5.28 for basic

and　3.25 and　4.25 for neutral

and acidic amino acids.

Analysing time: 6　hours

Temperature: 52℃

つぎに,前記各扁桃病巣感染性疾患患者の術前・

術後血栄中遊離アミノ酸17種を,その代謝経路によ

りglucogenic, ketogenic,およびその他のアミノ

酸の各グループに分類してそれぞれ合計し,それら

の平均値で示したのがTable2で,同様にして検索

した一般炎症性扁桃疾患50例におけるそれらを併記
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Table 2　Plasma Free Amino Acid Levels According to the Classification of

Amino Acid Metabolic Pathways with Regard to Tonsillogenic Focal Diseases

(mg%)

して示した。

そこで,まず術前血兼について,この50例の一般

炎症性扁桃疾患の血費中の代謝経路より分類した遊

離アミノ酸各グループのそれぞれの平均値を規準に

して検討してみると,慢性腎炎(6例)ではgluc0-

genie, ketogenic,およびその他のアミノ酸の全て

が著明な低値を示し,それら遊離アミノ酸の総和で

も著明な低値を示し,微熱( 2例)ではglucogenic,

ketogenic,およびその他のアミノ酸の全てが著明

な高値を示し,その捻和でも著明な高値を示し,赤

沈克進症ではketogenicおよびその他のアミノ酸が

著明な低値を示し,その総和でも低値を示し,リュ

ウマチ様関節炎ではketogenicなアミノ酸が著明な

低値を示し, glucogenicなそれはや,少なく,その

総和では低値を示し,掌脆膿梅症では全体に高値傾

向を示し, glucogenicなアミノ酸が著明な高値を,

その他のそれが高値を, ketogenicなそれもや,多

く,その総和でも高値を示していた。

そして,扁桃病巣感染性疾患全症例の平均値を検

討してみると,各代謝経路別にみて著変なく,その

総和でも著変を示さなかった。

なお,術前血兼中遊離アミノ酸をその代謝経路別

にみたとき,各扁桃病巣感染性疾患で共通して変動

するアミノ酸グル-70は認められなかった。

また術前・術後の血栄の比較では,慢性腎炎で術

前各アミノ酸グループが全て著明な低値を示してい

たのが,術後ketogenicなアミノ酸のみさらにや、

減少し,それら遊離アミノ酸の紀和では不変であり,

微熱では術前各アミノ酸グループが全て著明な高値

を示していたのが,術後は全て著明に減少し,その

総和でも著明に減少し,赤沈克進症では術前ketoge-

nicおよびその他のアミノ酸が著明な低値を示して

いたのが,術後その他のアミノ酸が増加し,ketoge-

genieなそれもや,増加し,その総和では著変を示

さず,リュウマチ様関節炎では術前ketogenicなア

ミノ酸が著明な低値を　glucogenicなそれがや,低

値を示していたのが,術後glucogenicおよびその他

のアミノ酸がや,増加し,その紀和では著変を示さ

ず,掌脆膿病症では術前全体に高値傾向を示してい

たのが,術後はketogenicなアミノ酸のみ著明に減

少し,その総和では著変を示さなかった。

そして,これら扁桃病巣感染性疾患全症例の平均

催では,術前各アミノ酸グループで著変を示さず,

術後もketogenicなアミノ酸がや,減少するのみで,
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その総和でも著変を認めなかった。

以上の検討成績をまとめてみると,扁桃組織中の

遊離アミノ酸はその代謝経路別にみると全体として

概して一定の方向に変動していることが多く,急性

腎炎とリュウマチ様関節炎では各代謝経路別アミノ

酸が全て高値傾向を示し,慢性腎炎では各代謝経路

別アミノ酸が全て低値傾向を示し,微熱と赤沈元進

症ではketogenicおよびその他のアミノ酸が共に変

動し,前者が高値を,後者が低値を示し,掌脆膿病

症では全てのアミノ酸グループが著変を示さず,こ

れら扁桃病巣感染性疾患全体としては全く著変を示

さず,また各代謝経絡別アミノ酸グループについて

みると, ketogenicなアミノ酸とその他のそれの変

動が, glucogenicなそれの変動より顕著であった。

術前血兼中遊離アミノ酸をその代謝経路別にみる

と,やはり全体として概して一定の方向に変動して

いることが多く,微熱と掌紋膿病症では各代謝経路

別アミノ酸が全て高値傾向を示し,慢性腎炎では各

代謝経路別アミノ酸が全て低値を示し,京沈克進症

とリュウマチ様関節炎では全体として低値傾向を示

し,これら扁桃病巣感染性疾患全体としては,全く

著変を示さず,また各代謝経路別にみると,各アミ

ノ酸グループが個々に変動し,とくにはげしく変動

するアミノ酸グループは認められなかった。

そして,扁桃組織中遊離アミノ酸と血菜中のそれ

との,代謝経路別にみたときの関連性を検討してみ

ると,慢性腎炎と赤沈瓦進症では扁桃組織中におい

ても,術前血堆中においても,個々にそして全体と

して共に低値を示し,また微熱では血襲中で著明な,

そして扁桃組織中で軽度の,個々にそして全体とし

て共に高値傾向を示し,ほゞ平行した変動を示すの

に反し,リュウマチ様関節炎では扁桃組織中で個々

にそして全体として高値傾向を,血韓中で個々にそ

して全体として低値傾向を認め,パラドックスな動

きを示し,掌既膿病症では血渠中で個々にそして全

体として高値傾向を示し,扁桃組織中では著変を示

さず,特定の関連性を認めなかった。

また,各代謝経路別遊離アミノ酸グループの個々

について検討してみると,一般炎症性扁桃疾患の分

析時Z3)とは異なり,扁桃病巣感染性疾患の場合には,

これらアミノ酸グループの全てが個々に,しかも同

じような傾向で変動していることが判明した。

一般炎症性扁桃疾患の扁桃組織中ならびに血兼中

の各代謝経路別遊牡アミノ酸グループの分析時には,

glucogenicなアミノ酸の変動が他のアミノ酸グルー

プのそれに比し著明であったことから,これら遊離

アミノ酸はエネルギー代謝に関与している部分が多

いのではないかと考えられた23)が,扁桃病巣感染

性疾患の分析では,上記のごとく,これらアミノ酸

グループの全てが個々に,しかも同じ傾向で変動し

ていることから,これら遊離アミノ酸は抗体産生ま

たは扁桃病巣感染性二次疾患を起させる扁桃組織内

の因子(現在,変性IgG,免疫複合体などが考えら

れている24) )を含め,蛋白合成に関与している部分

が多いのではないかとも考えられた。

II.扁桃誘発テスト成績との関連性における扁桃組

織中ならびに血嚢中遊離アミノ酸の代謝経路よ

りの分析

扁桃病巣感染症が疑われた時には,術前に扁桃マ

ッサージによる扁桃誘発テストを行い,扁痛の適応

の一つの指標としているが,こ,では術前にこのテ

ストを行った14例,すなわち陽性群8例,疑陽性群

6例について,まず扁桃組織中遊離アミノ酸をその

代謝経路より分類して,それぞれその平均値で示し,

一般炎症性扁桃疾患70例のそれらと対照させて比較

検討した(Table 3)。

すなわち,陽性群ではketogenicおよびその他の

アミノ酸が低値を示し,それら連敗アミノ酸の総和

では著変なく,疑陽性群では各アミノ酸グループに

著変なく,その稔和でも著変を認めず,陽性群と疑

陽群を一括した全14症例の平均値では, ketogenic

およびその他のアミノ酸がや,少なく,その総和で

は著変を示さなかった。

なお,扁桃組織中遊離アミノ酸をその代謝経路別

にみたときに,扁桃誘発テスト成績と平行して変動

するアミノ酸グループは認められなかった。

つぎに,術前・術後血兼中遊離アミノ酸をその代

謝経路より分類し,扁桃誘発テスト陽性群(6例)

と疑陽性群(6例)とに分けて,それぞれその平均

値で示したのがTable 4で,一般炎症性扁桃疾患50

例のそれらを対照させて示した。

そこで,まず術前血韓についてみると,陽性群で

は各アミノ酸グループが全て低値を示し,とくに,

ketogeTlicなそれが著明で,それらアミノ酸の総和

でも低値を示し,疑陽性群では逆に各アミノ酸グル

ープが全て高値を示し,その総和でも高値を示し,

両群を合わせた12例の平均値では,各アミノ酸グル

ープに著変なく,その総和でも著変を認めなかった。

なお,術前血堆中遊敵アミノ酸をその代謝経路別
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Table 3　Free Amino Acid Levels in Tonsils According to the Classification of

Amino Acid Metabolic Pathways with Regard to the Provocation Test of Tonsils

(mg%

Table 4　Plasma Free Amino Acid Levels According to the Classification of

Amino Acid Metabolic Pathways with Regard to the Provocation Test of Tonsils

(mg%)

にみたときに,扁桃誘発テスト成績と平行して変動

するアミノ酸グループは認められなかった。

また術前・術後の血兼の比較では,陽性群で各ア

ミノ酸グループの術後の変動は著明ではなく,それ

らアミノ酸の総和でも著変を示さず,疑陽性群では

術後ketogenicおよびその他のアミノ酸が減少し,

glucogenicなそれもや,減少し,その稔和でも減少

を示し,両群の捻計では術後ketogenicなアミノ酸

が減少し,その他のそれもや,減少し,その稔和で

もや,減少していた。

以上扁桃誘発テスト成績による分類では,陽性

群の扁桃組織中でketogenicおよびその他のアミノ

酸が,術前血韓では全てのアミノ酸グループが,共

に低値を示し,ほゞ一定の傾向を示したのに反し,

疑陽性群では術前血奨中で全てのアミノ酸グループ

が高値を示し,扁桃組織中で著変を示さず,陽性群

と疑陽性群では異なる傾向を示し,したがってこの

テスト成績と平行するような一定の傾向は得られな

かった。

Ⅲ.扁桃病巣感染症の扁摘効果成績との関連性にお

ける扁桃組織中ならびに血策中遊離アミノ酸の

代謝経路よりの分析
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最後に扁桃病巣感染症の扁摘効果成績と関連させ

て,扁桃組織中ならびに血兼中遊敢アミノ酸をその

代謝経路別に分類し,その変動を検討してみた。

すなわち,扁桃摘出による扁桃病巣感染症の治癒,

改善,不変をそれぞれ(」ト), (+), (-)にて表わ

し,扁桃組織中進駐アミノ酸をその代謝経路に分け

てそれぞれ合計し,それらの平均値で示したのが

Table 5で,一般炎症性扁桃疾患70例のそれらを併

記して比較検討した。

まず扁摘効果(♯)群('`5例)についてみると,

各アミノ酸グル-プに著変を認めず,それら遊離ア

ミノ酸の総和でも著変を認めず,扁摘効果(+)群

(7例)では, ketogenicなアミノ酸が低値を示し,

その他のそれもや、少なく,その総和では著変を示

さず,扁摘効果(-)群(3例)では, glucogenic

およびketogenicなアミノ酸が低値を示し,その他

のそれもや,少なく,その捻和でも低値を示してい

た。

なお,扁桃組織中遊離アミノ酸をその代謝経路別

にみたときに,一般炎症性扁桃疾患のそれらの値を

規準にすると,扁摘効果成績と平行して有意に`変動

するアミノ酸グループは認められなかったが,扁桃

病巣感染性疾患のみについてみると, glucogenic,

ketogenic,およびその他のアミノ酸,そしてそれ

らアミノ酸の総和値が,扁摘効果成績と平行して漸

次多くなる傾向を示していた。

つぎに,扁嫡効果と術前・術後血環の各遊雛アミ

ノ酸グループとの関連性をみたのがTable 6で,や

はり一般炎症性扁桃疾患のそれらを併記して示した。

まず術前血韓については,扁摘効果(♯)群(4一

例)でglucogenicなアミノ酸が高値を示し, ketoge-

nicなそれもや,多く,それらアミノ酸の総和でも

高値を示し,扁摘効果(+)秤(6例)でglucoge-

nicなアミノ酸がや,多い以外著変を認めず,その

総和でも著変を認めず,肩癖効果(-)痩(3例)

でketogenicおよびその他のアミーノ酸が低値を示し,

glucogenicなそれもや、少なく,その捻和でも低値

を示していた。

なお,術前血韓中遊離アミノ酸をその代謝経路別

にみたときに, glucogenic, ketogenic,およびそ

の他のアミノ酸,そしてそれらアミノ酸の総和値が,

全て扁摘効果成績と平行して漸次多くなる傾向を示

していた。

術前・術後血韓の比較では,扁摘効果(樵-)群は

術後各遊離アミノ酸グループが全て減少し,とくに

glucogejiicなアミノ酸に著明であり,それらアミノ

酸の捻和でも減少を示し,扁摘効果(+)群では術

後ketogenicなアミノ酸のみが減少し,その総和で

は著変を示さず,扁摘効果(-)群では術後各アミ

ノ酸グループに著変を認めず,その総和でも著変を

認めなかった。

以上,扁桃病巣感染症の扁摘効果による分類では,

扁桃組織中においても,術前血紫中においても,遊

離のglucogenic, ketogenic,およびその他のアミ

Table 5　Free Amino Acid Levels in Tonsils According to the Classification of

Ammo Acid Metabolic Pathways with Regard to Tonsillectomy Effects

(mg%)
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Table 6　Plasma Free Amino Acid Levels According to the Classification of Amino

Acid Metabhc Pathways with Regard to Tonsillectomy Effects

mg%

ノ酸,そしてそれらアミノ酸の総和値が,全て扁嫡

効果成績と平行して変動する傾向を示し,一般炎症

性扁桃疾患の扁桃組織内のそれらの分析時23)とは異

なる傾向を示したことは興味深く,各扁桃病巣感染

性疾患の分析の項でも述べたごとく,これらの遊離

アミノ酸は抗体塵生または扁桃病巣感染畦二次疾患

を惹起させる扁桃組織内の何らかの因子を含め,蛋

白合成に関与している部分が多いのではないかと考

えられた。

ま　　と　　め

扁桃病巣感染症の成立機序につしてて検討するため,

扁桃組織中ならびに術前・術後血兼中遊離アミノ酸

17種を分析測定し,その代謝経路からの検討を加え,

つぎの結論を得た。

1 )遊牡のglucogenic, ketogenic.およびその他

のアミノ酸は,各扁桃病巣感染性疾患の扁桃組織

中ならびに術前血墳中にて,概して一定の方向に

変動する傾向を示し,慢性腎炎および赤沈元進症

で共に低値を,微熱で共に高値を示し,リュウマ

チ様関節炎では扁桃組織中で高値を,血渠中で低

値を示し,掌航腰痛症では血栄中で高値を示して

sm

2)扁桃誘発テストとの関連性では,陽性群の扁桃

組織中ならびに術前血菜中で低値傾向を示し,疑

陽性群の術前血兼中で高値傾向を示し,扁桃組織

中で著変を示さなかった。

3)扁摘効果との関連性では,扁桃組織中ならびに

術前血兼中ともに,遊離のglucogenic, ketogenic,

およびその他のアミノ酸が,扁摘効果成績と平行

して変動する傾向を示した。

以上,扁桃病巣感染症の扁桃組織中および血韓中

にて,遊離のglucogenic, ketogenic,およびその

他のアミノ酸が,ほゞ同じ傾向をもって変動してい

ることから,これらの遊敢アミノ酸は主に蛋白合成

に関与しているのではないかと推論した。

本論文の要旨の一部は,第16回日本扁桃研究会総

会ならびに第7回日本耳鼻咽喉科学会沖縄県地方部

会学術講演会にて発表した。
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For the purpose of investigating the mechanism of tonsillogenic focal diseases, seventeen kinds of

free amino acids (Isoleucine, Leucine , Lysine, Methionine, Phenylalanine, Threonine, Valine , Alanine,

Glycine, Proline, Glutamic acid , Serine, Tyrosine, Aspartic acid , Cystine, Histidine and Arginine) were

analysed for the tonsils and for the pre- and post-operative plasma in tonsillogenic focal diseases and

general inflammatory tonsilar diseases by the column chromatographic method with automatic amino

acid analyser (JLC-6AH).

The free amino acids were divided into three groups as glucogenic, ketogenic and others according

to血eir metabolic pa也ways.

The results of the present study are summarized as follows.

1) The amounts of free ducogenic, ketogenic and other amino acids were altered unitarily with a

same tendency in the tonsils and the pre-operative plasma for individual tonsillogenic focal

diseases, and, depleted in the tonsils and the pre-operative plasma for chronic nephritis and

accelerated blood sedimentation rate, elevated in the tonsils and the pre-operative plasma for slight

fever, elevated in the tonsils and depleted in the pre-operative plasma for rheumatoid arthritis, and

elevated in the pre-operative plasma and unchanged in the tonsils for Pustulo由s palmaris et

plantaris.

2) In relation with the provocation test for tonsils, the amounts of free ghicogenic, ketogenic and

other amino acids were tend to be depleted in the tonsils and the pre-operative plasma on the
■

positive group, and tend to be elevated in the pre-operative plasma and unchanged in the tonsils on

the false positive group.

3) In relation with the tonsillectomy effects for tonsillogenic focal diseases, the amounts of free

glucogenic, ketogenic and other amino acids were altered in parallel with their effectiveness in the
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tonsils and the pre-operative plasma.
From the facts that the amounts of free glucogenic, ketogenic and other amino acids were altered

with a same tendency in the tonsils and the pre-operative plasma for tonsillogenic focal diseases, it
was inferred that these amino acids are concered in the synthesis of proteins, including the
production of antibodies or some factor in focal tonsils which cause the secondary focal diseases.


